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～須貝校長先生・坂入副校長先生に聞く～ 

コロナの終息が見えないまま新年を迎えましたが、小学校に

おけるコロナへの対応は現在どうなっているのでしょうか。西

前小学校の須貝校長先生、坂入副校長先生にお話しを聞いて来

ました。 

●コロナ発生から約１年、学校の状況はどうでしたか？ 

→当初、コロナは未知のものであり、国・市のガイドライン

に沿いつつも、校長判断で状況を把握しながらなんとか対応し

てきました。１年経ち、保護者の間でもコロナに対する意識が異なってきています。学校行事の

開催の可否などは学校方針や保護者間の意見を調整しつつも、子供たちに感染させないリスクを

第一に考え、日々臨機応変に動いています。 

●オンライン授業の取り組みはどのような状況ですか？ 

→オンライン授業に関しては、横浜市の策定する構想（詳細は下記検索ワード）に基づいて、

4月からの運用を目指し着々と準備を進めています。授業で使用するタブレットはすでに保管し

てあり、今は電源や通信環境の配備を行っています。先生方も研修を受けハード、ソフト両面で

万全の対応を目指し進めています。 

ＧＩＧＡスクール 横浜で検索 

●感染対策は？ 

→メディア等で言われている手洗い等の感染対策は当たり前に行っていますが、加えて、消毒

専門の職員が派遣されてきており、水回りをこまめに拭いたり、てすりの消毒をしたり、これま

で生徒が洗っていた牛乳パックを代わりに洗ったりしています。そうした「目に見えない対策」

に取り組み、感染者を発生させないよう最大限の注意を払っています。 

●コロナ禍で子供たちの様子はどうですか？ 

→普段できていたこと、例えば遊具で遊ぶ、歌を歌う等ができなくなったことにより、多少ス

トレスを受けている子供もいることは確かです。しかし、全体的に子供たちは元気で楽しく過ご

しており、なにより大人たちより環境に順応する能力が優れています。大人たちも見習わなくて

はなりません。 

取材雑感： 

世間で騒がれているオンライン授業等も重要な課題ですが、「目に見えない対策」など小

学校独自の取り組みを伺っているうちに、外部からは分かり得ない、先生方のコロナ対策に

対する細かい気遣いが感じられました。こうした対策を知れば、保護者の方々も安心して子

供たちを学校に送り出せるのではないでしょうか。 

須貝校長先生、坂入副校長先生、お忙しい中ありがとうございました！！ 
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第 9 期 西区地域づくり大学校修了式 

～今だからこそ、ちいきのつながりづくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                甘酒が好きなお地蔵さん 

保土ヶ谷道から久保町に入り服部生花店を右折し路地に入ったところに

甘酒地蔵と呼ばれている 5 体の石仏が並んでいます。 

昔、久保町には虫歯、お産、無尽の時などにお祈りすると不思議 

に願いが叶うというお地蔵さんがあって、お詣りする人が多くなり 

ました。それ以来風習となって甘酒を供えたことから甘酒地蔵と呼 

ばれるようになったと言われています。 

可愛らしい一体のお地蔵さんには「祈願」という文字を読み取る 

ことができます。民家とアパートに挟まれた場所にありますが、い 

つもお花が絶えないそうです。  

参考：西区そぞろ歩き 

 

ふじなちゃんの散歩道  

 

報告は、「花と緑の交流の場づくり」、「困ったときに頼れる実家のようなこども食堂」や「芝

生 de シャボン玉アート」、さらに「コーヒー＆ドリンク友の会」、「西区住民と外国人との架け橋」

や「高齢者の居場所づくり」など広範囲に及んで、会場もオンラインも大いに湧きました。今回

の研修を基礎にして、地域とのつながりがさらに充実していくことが期待されます。 

会場にはオブザーバーとして地域の方の参加もあり、最後は寺岡洋志西区長の修了生への応援

メッセージで閉会しました。 

 

2019 年 1 月にガイドグループが発足し、さくらフェスタでデビューした『にしくシティグル

ープ』も 2 年目の活動となりました。 

1 年間に 9 回のガイドツアーを実施していた矢先、昨年は新型コロナウイルスの影響で活動自

粛に・・・・しかし、横浜市市民公益活動緊急支援助成金を使用し、イヤホンガイドシステムを

購入。現在は三密をさけ、ソーシャルディスタンスがとれるガイドツアー 

を再開しております。 

「ずっと西区にいる人も、初めて西区に来た人も、西区が大好きな 

1 ピースになる」という発足当時からのキャッチフレーズとともに、 

今年も新たなメンバーが加わり頑張っております。 

直近のガイドツアーは、以下の通りです 

3/6（土）10 時～12 時『みなとみらい開発物語』 

ご希望の方は、下記に申し込み下さい。 

☎321-3200または戸部本町地域ケアプラザ 

にしくシティガイド 
～コロナ禍におけるガイドの取り組み～ 

一人ひとりが「今だからこそ」の地域のつながりをつくっていこ

うと 10 月から研修をしてきた第９期西区地域づくり大学校の修了

式が、２月６日（土）西区役所で行われました。修了した１９人の

人たちは会場とオンラインから順に活動プランを発表し、これから

のつながりづくりの抱負を述べました。 
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サムライ業のしごと③ 

 

「士業の仕事」も今回で最終回です。今回は世間でいちばん間違われやすいであろう「司法書

士」と「行政書士」の違いに触れていこうと思います。 

この二つはともに「書士」という文字がつくため似たような仕事と思われがち

ですが、業務の範囲は全く異なります。 

司法書士は主に登記申請の代理及び法務局又は裁判所に提出する書

類の作成をメインとします。一方、行政書士は主に官公庁への書類作成、

提出を業務とします。 

例えば、建設会社を興したいときには建設業の許可申請を役所に提出

する必要がありますが、これは「官公庁」への書類提出ですので行政書

士の仕事になります。 

他方、会社を設立するための登記申請は「法務局」への手続ですので司法書士の業務になりま

す。まれに設立登記を代理しますと謳っている行政書士のホームページがありますが、それは業

務の範疇を超えています。 

一般の方からすると、目的が達成できればどの士業に頼んでもよいのではないか、と思われる

かもしれませんが、能力の担保されていない者が他士業の分野に首を突っ込むことは、それまで

先達が培ってきた各士業の信頼を損ない、結果的に依頼人に迷惑をかけることになります。士業

に依頼をする際は、倫理観を持った士業に依頼することが重要になります。 

３回にわたり士業の仕事を紹介してきました。読者の方々が士業にご依頼されるときに今回の

連載が道しるべになれば幸いです！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔と今 

〇蛙が鳴く 

明治 39 年、この区域全体が西戸部町に属し、字古井戸、字稲

荷台、字横枕と分けて呼ばれていました。人家 20～30 軒の小

部落で、大部分は農耕地で初夏には蛙の声が大きかったよう

です。 

〇市電が走っていた 

 大正２年、市電の西戸部線が２代目の横浜駅（高島町交差点

付近）、戸部、浜松町、坂東橋を結んでいました。停留所名は

横枕でした。今の藤棚バス停付近です。 

〇東雲町から藤棚町へ 

 昭和 3 年、町名変更でいったん東雲町になりましたが、晩春

の頃になると純白の３尺にもなる見事な花房を見た住民の強

い希望により、これを町の象徴として町名を藤棚町に変更し

ました。 

参考：ヨコハマ散歩、西区文化協会広報誌「にしぶんか」より 

東雲（しののめ）町から藤棚町へ 

昭和 49年頃藤棚町 

現在の藤棚町 

 〇藤棚の酒まんじゅう 

明治 32 年、鈴木忠次郎という方が、今の藤棚交差点付近に一本の藤の樹を植え、大きくな

った藤の花の下に縁台を並べ、酒まんじゅうや甘酒を売る茶店を出しました。なお、鈴木

さんは昭和の初めまで町会役員として活躍されていたようです。 

＜司法書士と行政書士＞ 
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●第 53 回 主体美術神奈川 作家展 

3/16 ～ 3/21 10:00～18:00 

※初日は 14:00から 

●第 69回 書作展 

3/24 ～ 3/28 10:00～18:00 

※最終日は 15:00まで 

［4 月］ 

●第 26 回 横浜彫塑研究会 彫刻展 

4/6 ～ 4/12 10:00～18:00 

 ※初日は 13:00 から、最終日は 12:00まで 

●横浜市民ギャラリー U35若手芸術家支援事業 

宇平剛史個展「Unknown Skin」 

4/7 ～ 4/17 開催時間 10:00～18:00 

●第 43 回浜美術連盟絵画展 

4/13 ～ 4/18 10:00～17:00 

 ※初日は 13:00 から、最終日は 12:00まで 
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藤棚新聞では、ただいま広告を募集中です。いっしょに活動してくれるボランティアも募集しています。 

［3月］ 

●横浜国立大学美術科卒業制作展 

3/2 ～ 3/7 10:00～18:00  

※初日は 14:00から 

●横浜国立大学教育学部書道ゼミ 卒業制作展 

3/2 ～ 3/7 10:00～17:00 

※初日は 13:00から、最終日は 16:00まで 

●日本丸洋画同好会 第 12 回作品展 

3/2 ～ 3/8 10:00～17:00  

※初日は 13:00から、最終日は 14:00まで 

●第 15 回アトリエ・ポルト展 

3/9 ～ 3/14 10:00～17:30  

※初日は 12:00から、最終日は 12:00まで 

●和光大学卒業制作展"cocoon" 

3/10 ～ 3/14 10:00～18:00  

※最終日は 12:00まで 

●40年展 紡いできて、今。そして… 

3/10 ～ 3/14 10:00～16:00  

※最終日は 14:00まで 

●彩の会・風景画展 

3/16 ～ 3/21 10:00～17:00  

※初日は 13:00から 

 
＜お願い＞ 新型コロナウイルスの影響により、展覧会が中止・延期になることがあり 

ます。ご来館前に横浜市民ギャラリーの HPまたは電話にて最新情報をご確認ください。 

＜お問合せ先＞ 横浜市民ギャラリー  

〒220-0031 横浜市西区宮崎町 26番地 1 

連絡先 TEL 045-315-2828 / FAX 045-315-3033〒220-0031   

  

2021年 3月～4月 

 

エコチャレンジ終了 

 

0-0031 横浜市西区宮崎町 26番地 1 

連 絡 先 TEL 045-315-2828 / FAX 

045-315-3033〒220-0031   

  

藤原司法書士事務所 

相続・遺言その他の法律問題、 

お気軽にご相談ください。 

☏ 045-620-9477 

http://fujiwara-shiho.com 

 

mailto:fujidananp@jcom.zaq.ne.jp
https://fujidananews.jimdofree.com/

